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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

※ あてはまる□を☑または■で選択してください。 

 

 １．学校概要  

 

学校名 豊橋市立富士見小学校 

  種 別 □保育園・幼稚園  ■小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒４４１－８１３５ 

       豊橋市富士見台二丁目 1番地の 5                              

  E-mail fujimi-e@toyohashi.ed.jp 

  Website www.fujimi-e.toyohashi.ed.jp/ 

  児童生徒数  男子 211 名   女子 203 名  合計 414 名 

        児童・生徒の年齢 7 歳～12 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

■ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

■ そのほか（  地域連携安全教育。気もちの授業   ） 
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 ３．活動内容  

⑴ 地域連携安全教育 

 「富士見っ子交通安全教室」 

  富士見小学校では，いのちの大切さを考える授業とともに交通安全教室を開いた。「自分の

いのちは自分で守り，友達のいのちも大切にできる子」になってほしいという願いの下，当日

は，諸団体のご協力で，子どもたちは多くの体験学習をした。 

 低学年は，自治会の見守り隊や愛知県警察本部の方から道路の正しい歩き方を教えていただ

いた。この低学年に３年生を加えた約

２００人は，豊鉄バスの全面協力で路

線バスに乗車し，学校周辺で実際に乗

降体験をした。４年生以上の高学年は，

愛知県警察本部の方から交通安全クイ

ズを出していただき，交通マナー等の

意識を高めた。さらに，自転車協会と

ＰТＡ役員のご協力で，自転車を点検

していただくとともに，安全な自転車

の乗り方を学んだ。 

  子どもたちは，自治会や警察をはじ

めとする地域の方々とのふれあいを通

して，自分の命の守り方や友達の命を

大切にすることを学ぶことができた。  

 

⑵ 気もちの授業 

 腰塚勇人先生講演「気もちの授業～自分らしく生きるために」 

 「気もちは行動に大きくかかわっている」

という内容について，以下の具体的な 

事例を交えながら，児童・保護者・職員に

お話いただいた。  

・自分のもっている力を発揮するには，今 

の自分の「気もち」が大きく左右する。 

・今の自分の気もちが，自分と大切な人を 

つくりだす。 

・人にはいつも「気もち」がある。その気 

 もちの状態は良いときと悪いときとが 

 ある。気もちの状態が良いときには行動 

は良くなる。悪いときには行動は悪くなる。心のアンテナをチェックしよう。 

講演の後半は，対話形式で「気もちの状態」「よい気もちへの行動」等を学んだ。 

学校周辺でのバス乗車体

験 

正しい歩き方 自転車点検 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


